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評価長さ：約22km 

[西端] 
古浦西方 
の西側 

[東端] 

下宇部尾東

男島 

女島 

[西端] 
女島 

申請以降の追加調査を含む全ての調査
結果を踏まえた評価長さ：約25km

申請時の評価長さ：約22km

[西端] 
古浦西方 
の西側 

[東端] 

下宇部尾東

男島 

女島 

[西端] 
女島 

申請以降の追加調査を含む全ての調査
結果を踏まえた評価長さ：約25km

2km 

鹿野・中野(1985) による断層，伏在断層 

 今泉ほか編（2018）による宍道（鹿島）断層 

島根原子力発電所 

0 5 10km

福浦 

風ケ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

・鹿野・中野（1985）によると，沿岸付近海域に，伏在断層（地質断層と
しての宍道断層）が記載されている。また，陸域部に，断層（南北走向
の胴切り断層）が記載されている。 

・今泉ほか編(2018)によると，地質断層である宍道断層と区別した東西
方向に延びる右横ずれ断層帯（宍道（鹿島）断層）が陸域沿岸部に記
載されている。

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（文献調査） 
第443回審査会合 

資料1 P45 加筆・修正 

今泉ほか編（2018）追加 
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・鹿野・中野（1985）によると，美保関地域の地形・地質構造について以下のとおりとされている。 
・地形について，「島根半島の東端部は最高点250m程度の東西に延びた山地である。山稜線は南側に片寄っており，
その南側は直線的な急斜面，そして北側は地層の傾斜とほぼ一致する10－30°の緩斜面となっている。」とされてい
る。 

・地質構造について，「美保関地域の新第三系は境水道－美保湾に面する島根半島の南岸沿いに東西に延びた背斜
をなす。（中略）地形上，島根半島の南斜面は断層崖の特徴を備え，かつ半島南岸の海岸線が境港地域及びその西
方で確認された宍道断層（多井，1952）の延長線にほぼ一致することから，背斜の南翼は宍道断層によって断たれて
いると推定できる。鹿野・吉田（1985）によれば，宍道断層は北上りの逆断層である。また，背斜は中－後期中新世に
かけて形成され，その末期に宍道断層が生じたという。」とされている。 

美保関地域島根半島の埋谷面図 

鹿野・中野（1985）：美保関地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１地質図幅），地質調査所 
多井(1952)：島根半島中央地区の層序と構造-島根半島第三系の地質学的研究（その１）-，地質学雑誌，第58巻，第687号 

鹿野・吉田(1985)：境港地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１地質図幅），地質調査所 

鹿野・中野（1985）より引用 

・分水界が南側へ偏っている等の要因について，鹿野・中野（1985）によると，中－後期中新世における地質断層とし
ての宍道断層（北上りの逆断層）の形成が関与していると推定されるとしている。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（文献調査） 
第443回審査会合 
資料1 P46 再掲 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（変動地形学的調査）（文献調査（田力ほか（2016））） 
第491回審査会合 
資料2 P7 再掲 

・田力ほか（2016）によると，島根半島東部の地形学的特徴としては，「１）北岸は入り組んだリアス海岸，南岸は直線的な海岸線・山麓線と
なっている，２）分水界が著しく南側に偏り南側斜面は開析が進んでいない急崖状を呈する，３）分水界には北流する河谷の上流部が断ち
切られたような風隙地形が多数発達する」とされている。また，これらの地形学的特徴から，「東列山地の南側の沖積低地下・海底に北上
がりの活断層が伏在している可能性が考えられる。」としている。 

・田力ほか（2016）は，「東列山地の南縁付近には北東－南西走向の短い（数km）のリニアメント群が発達し，それを横切る河谷に右屈曲が
認められる。これらの屈曲は，東列山地南縁の伏在・海底活断層の右横ずれ変位によって生じた可能性が考えられる。」としている。 

野田コメント 

タイトルの「（参考）」をとること。 



423 
３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（変動地形学的調査） 

福浦 

風ケ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

地形要素 

（変位地形・リニアメントを判読したもの） 
地形要素 

（その他の地形群） 

福浦～風ケ浦（左図）：2007年中国電力取得の2mDEM（航空レーザー測量）を使用 
海崎～地蔵崎（右図）：国土地理院公開の5mDEM（空中写真測量）を使用 
（注）福浦～地蔵崎の間では，分水界より南側の地形要素を判読した。 

・福浦～地蔵崎の間では，傾斜変換線，鞍部，風隙等の地形要素が判
読される。 

・福浦～地蔵崎の間では，島根半島南北の水系を境する分水界が南
側へ偏る。また，分水界には風隙及び截頭谷が認められるが，分水
界は蛇行する。 

・境水道よりも北側（島根半島東部の南縁）に後期更新世以降の隆起
を示す海成段丘面等の地形は分布していない。 

・地形要素はいずれも系統的ではないことから，変位地形・リニアメント
は認められない。 

⑭ ⑮ 

⑯ 
⑰ 

⑱ 

⑬ 

       変位地形・リニアメントを判読した地形群 

       その他の地形群（田力ほか（2016）の 
       リニアメント記載範囲を含む） 

森山 

福浦 

下宇部尾東 

宇井 

地蔵崎 

第474回審査会合 
資料3 P97 加筆・修正 

    調査地点     

境水道 

7.28審査会合 

資料2 p.15 

            今泉ほか編（2018）による

宍道（鹿島）断層 

⑲ 

今泉ほか編（2018） 

断層追加⑲ 



424 
３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（変位地形・リニアメント，その他の地形群） 

変位地形・リニアメント及びその他の地形群一覧表（福浦～地蔵崎） 

番号 

変位地形・リニアメント及びその他の地形群の判読内容 活断層研究会編（1991）， 

中田ほか（2008）及び 

原安委WG3（2009）との対比 
変位地形・リニアメント

のランク 
地形要素 理由 

⑬ 

（再掲） 
Ｄ（高尾山南側（南）） 

隣り合う２本の谷，１本の尾根が右屈曲。
東延長に１箇所の鞍部。尾根高度はわず
かに北が高い。なお，西延長の尾根線⑬
に右屈曲は認められない。 

系統的な右屈曲が局地的に認められるが，
地形群の長さは非常に短いことからＤラン
クとした。 

・原安委WG（2009）の推定
活断層に対応 

⑭ － 

各１箇所の崖，直線状谷，鞍部，風隙から
なり尾根高度は北上がりである。明瞭な地
形要素は認められない。尾根に屈曲は認
められない。南西部の尾根斜面にもリニア
メント構成地形はない。 

明瞭な地形要素は認められず，系統的な
屈曲地形及び高度差は認められないこと
から変動地形の可能性はない。 
 

－ 

⑮ － 

２箇所の傾斜変換線，各１箇所の崖，谷の
右屈曲，風隙。しかし，３本の尾根，その他
の谷に明瞭な屈曲は認められない。 

系統的な屈曲地形及び高度差は認められ
ず，地形群が同一方向に横ずれあるいは
縦ずれしたと解釈できないことから変動地
形の可能性はない。 

－ 

⑯ － 

４箇所の風隙。しかし，３本の尾根，その他
の谷に明瞭な屈曲は認められない。 

系統的な屈曲地形及び高度差は認められ
ず，地形群が同一方向に横ずれあるいは
縦ずれしたと解釈できないことから変動地
形の可能性はない。 

－ 

⑰ － 

１本の直線状谷，２箇所の風隙。しかし，
分水界をなす尾根に系統的な高度差はな
い，また，２本の尾根，その他の谷に明瞭
な屈曲は認められない。 

系統的な屈曲地形及び高度差は認められ
ず，地形群が同一方向に横ずれあるいは
縦ずれしたと解釈できないことから変動地
形の可能性はない。 

－ 

⑱ － 

２箇所の傾斜変換線からなり，尾根高度は
北上がりである。各１箇所の直線状谷，風
隙。明瞭な地形要素は認められない。２本
の尾根，その他の谷に明瞭な屈曲は認め
られない。 

明瞭な地形要素は認められず，系統的な
屈曲地形及び高度差は認められないこと
から変動地形の可能性はない。 － 

（注）原安委WG3（2009）：原子力安全委員会ワーキンググループ3第17回会合参考資料第2号（2009） 

朱記：H29.3.6ヒアリング資料より記載の充実化を図った箇所  

下線部：縦ずれ変位に起因する地形に関する記載箇所 

・（中電）3/24注釈修正 

7.28審査会合 

資料2 p.16 

第474回審査会合 
資料3 P98 加筆・修正 

⑲追加 

番号 

変位地形・リニアメント及びその他の地形群の判読内容 活断層研究会編（1991）， 
中田ほか（2008）， 

原安委WG3（2009）及び 
今泉ほか編（2018）との対比 

変位地形・リニアメント
のランク 

地形要素 理由 

⑬ 

（再掲） 
Ｄ（高尾山南側（南）） 

隣り合う２本の谷，１本の尾根が右屈曲。東延長
に１箇所の鞍部。尾根高度はわずかに北が高い。
なお，西延長の尾根線⑬に右屈曲は認められな
い。 

系統的な右屈曲が局地的に認められるが，地
形群の長さは非常に短いことからＤランクとした。 

・原安委WG（2009）の推定活
断層に対応 

⑭ － 

各１箇所の崖，直線状谷，鞍部，風隙からなり尾
根高度は北上がりである。明瞭な地形要素は認
められない。尾根に屈曲は認められない。南西
部の尾根斜面にもリニアメント構成地形はない。 

明瞭な地形要素は認められず，系統的な屈曲
地形及び高度差は認められないことから変動
地形の可能性はない。 
 

－ 

⑮ － 

２箇所の傾斜変換線，各１箇所の崖，谷の右屈
曲，風隙。しかし，３本の尾根，その他の谷に明
瞭な屈曲は認められない。 

系統的な屈曲地形及び高度差は認められず，
地形群が同一方向に横ずれあるいは縦ずれし
たと解釈できないことから変動地形の可能性は
ない。 

－ 

⑯ － 

４箇所の風隙。しかし，３本の尾根，その他の谷
に明瞭な屈曲は認められない。 

系統的な屈曲地形及び高度差は認められず，
地形群が同一方向に横ずれあるいは縦ずれし
たと解釈できないことから変動地形の可能性は
ない。 

－ 

⑰ － 

１本の直線状谷，２箇所の風隙。しかし，分水界
をなす尾根に系統的な高度差はない，また，２本
の尾根，その他の谷に明瞭な屈曲は認められな
い。 

系統的な屈曲地形及び高度差は認められず，
地形群が同一方向に横ずれあるいは縦ずれし
たと解釈できないことから変動地形の可能性は
ない。 

－ 

⑱ － 

２箇所の傾斜変換線からなり，尾根高度は北上
がりである。各１箇所の直線状谷，風隙。明瞭な
地形要素は認められない。２本の尾根，その他
の谷に明瞭な屈曲は認められない。 

明瞭な地形要素は認められず，系統的な屈曲
地形及び高度差は認められないことから変動
地形の可能性はない。 

－ 

⑲ 
－ 

 

３箇所の傾斜変換線からなり，尾根高度は北上
がりである。尾根線や谷線に明瞭な屈曲は認め
られない。 

明瞭な地形要素は認められず，系統的な屈曲
地形及び高度差は認められないことから変動
地形の可能性はない。 

・今泉ほか編（2018）の活断
層に対応 



425 
３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（下宇部尾以東の変動地形学的調査） 

森山 

福浦 

下宇部尾東 

美保湾 

宇井 

下宇部尾北 

森山北 日向浦 

Loc.T-1 

Loc.T-2 

Loc.T-3 Loc.T-4 

0 2km 

島根原子力発電所 

0 5 10km

    変位地形・リニアメント（Ｃランク） 

    変位地形・リニアメント（Ｄランク） 

    調査地点         

    分水界（風隙・截頭谷の谷頭含む） 

    風隙（矢印は截頭谷の流下方向を示す） 

地蔵崎 

・福浦～地蔵崎において，「中国地域の長期評価（H28年7月）」が指摘する島根半島東部の地形的特徴が認められることから，活断
層としての宍道断層の延長部に対応する断層が存在する可能性が考えられる。 

・下宇部尾以東において不明瞭な変動地形を見逃さないように変動地形学的調査を行い，尾根・水系の屈曲，崖・鞍部等の地形
要素を判読し，変位地形・リニアメントを抽出した。 

  なお，変動地形学的調査にあたっては，田力ほか（2016）のリニアメントも参考とした。 
・島根半島南北の水系を境する分水界が認められる。また，福浦～地蔵崎の間では，分水界が南側へ偏っており，分水界
には風隙，截頭谷が発達する。 

・下宇部尾以東における変位地形・リニアメントとして認められない地形要素については，いずれも系統的ではないことを確認し
た。 

せっ  とう こく  

（申請時の評価長さ：約22km） 

第474回審査会合 
資料3 P89 加筆・修正 



426 ３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 
（参考）福浦～地蔵崎（変動地形学的調査）（鹿野・中野（1985）による断層，伏在断層） 

福浦 

風ケ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

福浦～風ケ浦（左図）：2007年中国電力取得の2mDEM（航空レーザー測量）を使用 
海崎～地蔵崎（右図）：国土地理院公開の5mDEM（空中写真測量）を使用 
（注）福浦～地蔵崎の間では，分水界より南側の地形要素を判読した。 

・福浦～地蔵崎の間では，傾斜変換線，鞍部，風隙等の地形要素が判
読される。 

・福浦～地蔵崎の間では，島根半島南北の水系を境する分水界が南
側へ偏る。また，分水界には風隙及び截頭谷が認められるが，分水
界は蛇行する。 

・境水道よりも北側（島根半島東部の南縁）に後期更新世以降の隆起
を示す海成段丘面等の地形は分布していない。 

・地形要素はいずれも系統的ではないことから，変位地形・リニアメント
は認められない。 

⑭ ⑮ 

⑯ 
⑰ 

⑱ 

⑬ 

       変位地形・リニアメントを判読した地形群 

       その他の地形群（田力ほか（2016）の 
       リニアメント記載範囲を含む） 

第443回審査会合 
資料1 P151 加筆・修正 

    調査地点     

境水道 

7.28審査会合 

資料2 p.15 

・鹿野・中野（1985）による断層（南北走向の胴切り断層），及び今泉
ほか編（2018）による宍道（鹿島）断層に対応する変位地形・リニア
メントは認められない。 

森山 

福浦 

下宇部尾東 

宇井 

地蔵崎 

     鹿野・中野(1985) による断層，伏在断層 

            今泉ほか編（2018）による宍道（鹿島）断層 

地形要素 

（変位地形・リニアメントを判読したもの） 
地形要素 

（その他の地形群） 



427 
３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（地表地質踏査（地質図）） 

2km 

福浦 

風ヶ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

森山 

福浦 

下宇部尾東 

宇井 

地蔵崎 

標高(m) 

200 

-200 

0 

①
 

①
’ 

② 

②’ 

①－①’断面 

②－②’断面 

←SW NE→ 

標高(m) 

200 

-200 

0 

←N S→ 
・地蔵崎の北側において地表地質踏査の範囲を拡大し，広
域的な地質分布をより詳細に確認するとともに，岩石の
研磨片観察等を実施し，地質図を見直した。 

・地蔵崎の北側周辺において，当該地域の古浦層の鍵層
とされている比較的連続性の良い酸性凝灰岩層が4枚認
められた。 

・調査地域の尾根部から北側の広範囲に分布する火砕
岩・凝灰岩は，その東側に分布する泥岩や火山礫岩・凝
灰質砂岩よりも下位に位置し，薄片観察結果においても
デイサイト質であることが確認された。 

・以上のことから，当該地域の地層は，流紋岩質～デイサ
イト質火砕岩・溶岩，泥岩，火山礫岩・凝灰質砂岩の順で
整合的に累重し，古浦層に対比されると判断した。 

6.9審査会合 

資料3 p.78 

第474回審査会合 
資料3 P78 加筆・修正 

・地表地質踏査の結果，大局的には
緩い東傾斜の構造であり，胴切り
断層等による構造の不連続や，地
質分布のずれ等は認められない。 

     鹿野・中野(1985) による断層，伏在断層 

           今泉ほか編（2018）による宍道（鹿島）断層 
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2km 

福浦 

風ヶ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

地質図（キープラン） 

拡大範囲 

0 

才 

H29.2.17第443回審査会合以降データ拡充 ３．島根半島東部（福浦～地蔵崎）の地質・地質構造（概要） 

（参考）地表地質踏査（詳細ルートマップ） 

6/1 CEC修正 
（KEYPLANに方位マーク追加） 

6.9審査会合 

資料3 p.80 

第474回審査会合 
資料3 P80 再掲 



429 ３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（地表地質踏査（露頭写真①～②（fj1断層露頭・fj2断層露頭） ）） 

・地蔵崎付近において，地表地質踏査範囲を拡大した結果，２本の断層を特定した。 

① 

② 

fj1 

fj2 

才 

第474回審査会合 
資料3 P48 加筆・修正 

6.9審査会合 

資料3 p.48 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（変位地形・リニアメント分布図（地蔵崎付近）） 

   調査地点 

fj2断層 

fj1断層 森山 

福浦 

下宇部尾東 

宇井 

地蔵崎 

凡 例 

断層 

判読内容 活断層研究会編（1991）， 
今泉ほか編（2018） 

との対比 
変位地形・リニアメント

のランク 
地形要素 理由 

fj1断層 － 
各１箇所の短い直線状谷，鞍部。しかし，そ
の南東の尾根に高度差は認められない。 

直線状谷は短く，南東の尾根に高度差は認めら
れないことから変動地形の可能性はない。 

－ 

fj2断層 － 

１箇所の短い直線状谷。しかし，直線状谷
の両側の尾根に高度差は認められない。 

直線状谷は短く，両側の尾根に高度差は認めら
れない。またこれらの尾根の東西にも高度差の
認められない尾根が複数認められることから変
動地形の可能性はない。 

－ 

・fj1断層及びfj2断層に対応する変位地形・リニアメントは，認められない。 

・活断層研究会編（1991）及び今泉ほか編（2018）によると， fj1断層及びfj2断層に対応する文献断層（活断層）は記載されていない。 

・文献調査及び変動地形学的調査の結果，fj1断層及びfj2断層について後期更新世以降の断層活動は認められないが，念のため，地表地質踏査 
及び両断層の走向延長部の音波探査記録により，活動性評価に係る妥当性確認を行う。 

 

高度差の認められない尾根 

第491回審査会合 
資料2 P32 加筆・修正 

7.28審査会合 

資料2 p.32           今泉ほか編（2018）による 

          宍道（鹿島）断層 

今泉ほか編（2018） 

トレース追加 



431 
３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（地表地質踏査（地質図）） 

2km 

福浦 

風ヶ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

森山 

福浦 

下宇部尾東 

宇井 

地蔵崎 

・fj1断層及びfj2断層は，概ね北西－南東走向の南西落ちの正断層であり，固結・密着
している。 

fj1断層 

fj2断層 

第491回審査会合 
資料2 P33 加筆・修正 

7.28審査会合 

資料2 p.33 
     鹿野・中野(1985) による断層，伏在断層 

           今泉ほか編（2018）による宍道（鹿島）断層 
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① 殿島のfj1断層全景 

・fj1断層は，N30W/50SWの走向傾斜を示し，砂岩
層に正断層変位を与えている。断層の変位量は不
明である。 
・断層は，固結・密着している。 

断層位置 

←南東側                               北西側→ 

断層位置 

2m 

① 

断層 

写真撮影位置 

fj1断層近景 

第474回審査会合 
資料3 P49 再掲 

6.9審査会合 

資料3 p.49 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（地表地質踏査（fj1断層露頭；露頭写真）） 
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②-1 長島のfj2断層全景 

2m 

断層位置 

断層位置 

fj2断層は，N30W/72SWの走向傾斜を示し，泥岩層に正断層変位を与えている。断層の見かけ変位量は約20～30mである。 

←東側                                         西側→ 

②-1 

②-2 fj2断層遠景 

2 

断層位置 

②-2 

②-3 fj2断層近景 

断層位置 

※南から北を撮影 

※北から南を撮影 

破砕幅 

②-3 

下写真撮影位置 

第474回審査会合 
資料3 P50 再掲 

6.9審査会合 

資料3 p.50 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（地表地質踏査（fj2断層露頭；露頭写真）） 
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福浦 

風ヶ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

森山 

福浦 

下宇部尾東 

宇井 

地蔵崎 

③
 

③
’
 

①
 

①
’
 

②
 

②
’
 

    分水界（風隙・截頭谷の谷頭含む） 

    風隙（矢印は截頭谷の流下方向を示す） 

2km 

・分水界と背斜軸の位置関係について，福浦付近（①－①’断面図）では両者は一致
していないものの，近接する風ヶ浦付近では概ね一致している。また，海崎～美保関
付近（②－②’断面図）では分水界と背斜軸は一致していないものの，近接する地蔵
崎付近（③－③’断面図）では概ね一致している。 

・よって，島根半島東部における分水界と背斜軸の対応関係は系統的ではない。 

     中国電力(株)音波探査測線（2014年調査） 

 

                     
    地質断面図位置 

注）地表地質踏査結果等により作成 

N
o
.3

.5
 

分水界と背斜軸は概ね一致 

分水界と背斜軸は一致しない 

【地蔵崎付近】 

【福浦付近】 

分水界と背斜軸は一致しない 

【海崎～美保関付近】 

分水界と 

背斜軸は 

概ね一致 

【風ヶ浦付近】 

7.28審査会合 

資料2 p.23 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（地表地質踏査（地質図）） 

     鹿野・中野(1985) による断層，伏在断層 

           今泉ほか編（2018）による宍道（鹿島）断層 

第491回審査会合 
資料2 P23 加筆・修正 
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←Ｎ 

②-②’断面図 

Ｓ→ ←Ｎ 
分水界 
（風隙） Ｓ→ ←Ｎ 分水界（風隙） 

①-①’断面図 

音波探査範囲 音波探査範囲 
（美保関港） 

③-③’断面図 

福浦 

風ケ浦 

美保関 

地蔵崎 

海崎 

①
 

①
’
 

②
 

②
’
 

 

美保湾 

0 1 2km 

福浦 

③
 

③
’
 

 

N
o
.3

.5
 

     中国電力(株)音波探査測線（2014年調査） 

 

                     
    地質断面図位置 

注）地表地質踏査結果等により作成 

陸海境界を横断する美保湾における音波探査
等の結果，沿岸付近に後期更新世以降の断
層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

地表地質踏査等の結果，後期
更新世以降の断層活動は示唆
されない。 

美保関町 
東方沖合い 

分水界 
Ｓ→ 

【福浦付近】 【海崎～美保関付近】 【地蔵崎付近】 

7.28審査会合 

資料2 p.24 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（地表地質踏査（地質断面図）） 

     今泉ほか編（2018）による宍道（鹿島）断層 

第491回審査会合 
資料2 P24 加筆・修正 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（美保湾（No.204測線 音波探査解析図）） 

A 

D1 

Ｓ28通過位置 

B3 

B1 
D2 

A 

B3 

B1 

約250m 

←NW SE→ 

約250m 

←NW SE→ 

V.E.≒３ 

10km 5 0  

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

No.204BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.204WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

・島根半島の地蔵崎付近の地質構造に対応するD2層の高まりが認められる。 

・D2層の高まりに接するB１層がほぼ水平に堆積しており，後期更新世以降の活動を示唆する変位や変形は認められない。 

Ｓ28通過位置 

A B1 B3 

D1 
D2 B3 

・陸域の地質状況から直接的に褶曲の活動時期を評価するこ
とが困難であることから，東方延長の上載地層（後期更新世
の地層）が分布する海域において音波探査により検討した。 

・音波探査記録の解釈にあたっては，多重反射を地層と誤認し
ないよう留意し，確実に解釈できる範囲まで解釈線を記載し
た。また，複数の音源による音波探査により，浅部から深部ま
での地質構造を把握した上で，褶曲の活動時期の評価を行っ
た。 

第226回審査会合 
資料3 P87 加筆・修正 

7.28審査会合 

資料2 p.25 



437 ３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（美保関町東方沖合い（No.3.5測線 音波探査解析図）） 

V.E.≒３ 

←N S→ 

Ｃ 
Ｂ Ｃ 

Ｄ1 

Ｄ2 

Ｄ2 

Ｄ2 

Ｄ1 

No.3.5AG 
[エアガン・マルチ] 

S28 
（傾斜角：約40°） 

約1ｋm 

・D2層の高まりが海底下に認められるが，これを覆うB1層以上に断層活動を示唆する変位や変形は
認められない。 

約250m 

←N 
S→ 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

Ａ B1 

B3 
B3 

C 

B1 

S28想定位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層） 

No.3.5BM 
[ブーマー・マルチ] 

D1 

C 

D1 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
A

G
 

N
o
.3

.5
B

M
 

第226回審査会合 
資料3 P81 加筆・修正 

7.28審査会合 

資料2 p.26 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（（参考）美保湾（No.203測線 音波探査解析図）） 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

V.E.≒３ 

・陸海境界付近まで調査するため，堤防間を通り，湾内まで調査を実施した。 
・陸海境界付近において，B3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

約250m 

←N S→ 

A 

B3 

B1 

C 

D2 

約250m 

←N S→ 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

No.203BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.203WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

10km 5 0  

拡大範囲 

S28延長部 

D2 

A B3 
B1 

C 

D1 

S28延長部 

第226回審査会合 
資料3 P117 加筆・修正 

7.28審査会合 

資料2 p.27 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 
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・地震調査委員会（2016）の長期評価において，当社が評価する宍道断層の東方延長に，活断層の可能性のある構造（P1）が記載されている
が，これは活断層の可能性があるものの証拠の不十分な構造とされている。 

・活断層の可能性のある構造（P1）については，重力異常による構造不連続，島根半島東部の地形的特徴等により，東延長の海陸境界付近に
は，地質構造が連続する可能性があるものの，活断層としての活動性については詳細なデータ不足し判断できていないとされている。 

鈴木(2012)：建設技術者のための地形図読図入門．第４巻 火山・変動地形と応用読図 改訂版，古今書院 

縦ずれ断層運動の事例 

「中国地域の長期評価（H28年7月）」を踏まえた宍道断層の東端評価 

（参考）縦ずれ断層運動の事例 

鈴木(2012) より引用・加筆 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（縦ずれ断層運動） 

・分水界に発達する風隙が北上がりの断層
変位により形成された可能性があることか
ら，縦ずれ断層運動に関する文献に基づ
く検討を行った。 

・鈴木（2012）(67)は，縦ずれ断層運動を事例
として分水界に発達する風隙，截頭谷の
形成過程を示している。 

・福浦～地蔵崎における分水界は蛇行し，
また，直近に断層崖等の変位地形・リニア
メントは確認されない。 

第443回審査会合 
資料1 P156 再掲 
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「中国地域の長期評価（H28年7月）」を踏まえた宍道断層の東端評価 

（参考）横ずれ断層運動の事例 

横ずれ断層運動の事例 活断層研究会編(1991)より引用・加筆 

・縦ずれ，横ずれ断層運動の事例を踏まえた地形的特徴に関する検討の結果，島根半島東部（福浦～地蔵崎）の分水
界は蛇行し，また直近に変位地形・リニアメントは確認されないことから，後期更新世以降の断層活動は示唆されない。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（横ずれ断層運動） 

・風隙が発達している要因は，大局的には地質境界付近に位置することから，組織地形によるものと考えられる。 

・分水界に発達する風隙が横ず
れの断層変位により形成された
可能性があることから，横ずれ
断層運動に関する文献に基づく
検討を行った。 

・活断層研究会編（1991）は，横
ずれ断層運動を事例として風隙，
截頭谷の形成過程を示している。 

・福浦～地蔵崎における分水界
は蛇行し，また，直近に変位地
形・リニアメントは確認されない。 

第443回審査会合 
資料1 P157 再掲 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

福浦～地蔵崎（まとめ） 

１．変動地形学的調査 
・島根半島南北の水系を境する分水界が認められる。また，福浦～地蔵崎の間では，分水界
が南側へ偏っており，分水界には風隙，截頭谷が発達する。 
・全ての地形要素を確認した結果，地形要素はいずれも系統的ではないことから，変位
地形・リニアメントは認められない。 

  
２．地表地質踏査 
・鹿野・中野(1985)に示される断層に近づくにつれて地層が急傾斜する傾向は確認されず，ま
た，地質分布の顕著な不連続は認められない。 
・縦ずれ，横ずれ断層運動の事例を踏まえた地形的特徴に関する検討の結果，島根半島東
部（福浦～地蔵崎）の分水界は蛇行し，また直近に変位地形・リニアメントが認められないこ
とから，後期更新世以降の断層活動は示唆されない。 
・分水界に発達する風隙は，大局的には地質境界付近に位置することから，組織地形による
ものと考えられる。 

 なお，分水界が南側へ偏っている等の要因は，鹿野・中野（1985）によると，中－後期中新
世における地質断層としての宍道断層（北上りの逆断層）の形成が関与していると推定され
ている。 

 
 以上のことから，福浦～地蔵崎について，後期更新世以降の断層活動は認められない。 

第491回審査会合 
資料2 P28 加筆・修正 

第474回審査会合 資料3 p.82と第491回審査会合 資料2 p.28を合わせたものにアレンジする。 

第491回審査会合 
資料2 p.28 

第474回審査会合 資料3 p.82 

 今回，地蔵崎の北側周辺において地表地質踏査の範囲を拡大し，広域的な地質分布をより詳細に確認するととも
に，岩石の研磨片観察等を実施し，地質図（地層・岩種区分）の妥当性確認の結果，以下の見直しを行い，地質図の
修正を行った。 

１．酸性凝灰岩層の分布の見直し 

・鹿野・中野（1985）によると，地蔵崎北側には，噴気パイプや火山灰付着火山礫等で特徴づけられる連続性の良い
酸性凝灰岩層（t3及びt4）が分布するとされている。 

・これまでの調査により礫岩及び泥岩と記載していた箇所において研磨片観察の結果，火山礫岩及び酸性凝灰岩が
分布すると判断した。 

・また，地蔵崎から才において地表地質踏査範囲を拡大し，凝灰岩（火山礫・角礫）や泥岩等の分布を明らかにしたう
えで，4枚の比較的連続性の良い酸性凝灰岩層を確認した。 

 
２．地層区分の見直し 
（１）薄片観察 
・地表地質踏査の結果，地点Ａ，Ｂ，Ｄは，成相寺層の流紋岩質溶岩としていたが，薄片観察の結果，岩種がデイサ
イト質 凝灰岩であることから，風ヶ浦－雲津,海崎－美保関に分布する地層は古浦層に対比される可能性がある。 

（２）地表地質踏査 

・地蔵崎の北側周辺において，当該地域の古浦層の鍵層とされている比較的連続性の良い酸性凝灰岩層が4枚認
められた。 

・調査地域の尾根部から北側の広範囲に分布する火砕岩・凝灰岩は，その東側に分布する泥岩や火山礫岩・凝灰質
砂岩よりも下位に位置し，薄片観察結果においてもデイサイト質であることが確認された。 

・以上のことから，当該地域の地層は，流紋岩質～デイサイト質火砕岩・溶岩，泥岩，火山礫岩・凝灰質砂岩の順で
整合的に塁重し，古浦層に対比されると判断した。 

 
３．断層の確認 
・地蔵崎付近において，北西－南東走向，南西落ちの正断層センスを示す２条の断層が認められる。これらの断層は，
文献の一部において記載されている断層に対応する。 

１．文献調査 
 ・分水界が南側へ偏っている等の要因について，鹿野・中野（1985）によると，中－後期中新世における地質断層としての宍道断層（北上

りの逆断層）の形成が関与していると推定されるとしている。 
  
２．変動地形学的調査 
 ・ 田力ほか（2016）によると， 島根半島東部の地形学的特徴としては，「１）北岸は入り組んだリアス海岸，南岸は直線的な海岸線・山麓線

となっている，２）分水界が著しく南側に偏り南側斜面は開析が進んでいない急崖状を呈する，３）分水界には北流する河谷の上流部が
断ち切られたような風隙地形が多数発達する」とされている。 

 ・しかしながら，福浦～地蔵崎の間では，傾斜変換線，鞍部，風隙等の地形要素が判読されるが，いずれも系統的ではないことから，変位
地形・リニアメントは認められない。また，境水道よりも北側（島根半島東部の南縁）に後期更新世以降の隆起を示す海成段丘面等の地
形は分布していない。 

  
３．地表地質踏査 
 ・地蔵崎の北側周辺において，当該地域の古浦層の鍵層とされている比較的連続性の良い酸性凝灰岩層が4枚認められた。 
 ・調査地域の尾根部から北側の広範囲に分布する火砕岩・凝灰岩は，その東側に分布する泥岩や火山礫岩・凝灰質砂岩よりも下位に位

置し，薄片観察結果においてもデイサイト質であることが確認された。 
 ・以上のことから，当該地域の地層は，流紋岩質～デイサイト質火砕岩・溶岩，泥岩，火山礫岩・凝灰質砂岩の順で整合的に累重し，古浦

層に対比されると判断した。 
 ・地蔵崎付近において，地表地質踏査範囲を拡大した結果，２本の断層（fj1断層及びfj2断層）を特定した。文献調査及び変動地形学的調

査の結果，fj1断層及びfj2断層について後期更新世以降の断層活動は認められないが，念のため，地表地質踏査及び両断層の走向延
長部の音波探査記録により，活動性評価に係る妥当性確認を行った。 

 ・分水界と背斜軸の位置関係について，福浦付近では両者は一致していないものの，近接する風ヶ浦付近では概ね一致している。また，
海崎～美保関付近では分水界と背斜軸は一致していないものの，近接する地蔵崎付近では概ね一致している。 

 ・よって，島根半島東部における分水界と背斜軸の対応関係は系統的ではない。 
 
４．音波探査 
 ・陸域の地質状況から直接的に褶曲の活動時期を評価することが困難であることから，東方延長の上載地層（後期更新世の地層）が分布

する海域において音波探査により検討した。 
 ・音波探査の結果，地蔵崎付近の地質構造に対応するD2層の高まりに接するB１層がほぼ水平に堆積しており，後期更新世以降の活動

を示唆する変位や変形は認められない。 
 ・よって，島根半島東部の褶曲に，後期更新世以降の活動は認められないと推定される。 
  
 以上のことから，島根半島東部の褶曲に後期更新世以降の活動は認められないと考えられる。 
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鳥取沖西部断層 ・美保湾～美保関町東方沖合いにおいて，複数の音源・測線による音波探査の結果，後期更新世以降の断
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・明瞭な重力異常（重力コンターの急傾斜部）が認められなくなる位置の音波探査測線は，No.3.5測線である。 
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調査地点 
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N
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9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.70 

・美保湾及び美保関町東方沖合いにおいて，複数の音源を用いた音波探査により，断層の存否を確認した。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾及び美保関町東方沖合い（音波探査，調査位置図） 
第491回審査会合 

資料2 P126 加筆・修正 

Ｐ１ 
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宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.6WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.6WG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P127 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.71 
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断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
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約250m 

←N S→ 

A 

B3 

B1 

10km 5 0  

N
o
.6

W
G

 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.6WG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P128 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.72 
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評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.6BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P129 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.73 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.6BM測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P130 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.74 
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宍道断層の 
評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.6測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P131 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.75 
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宍道断層の評価長さ：約39km 

No.201AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.201AG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P119 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.77 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.201AG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P120 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.78 
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３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.201BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P123 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.79 
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宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.201BM測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P124 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.80 



453 

約250m 

V.E.≒３ 

No.201BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

Ａ 

B3 

B1 

約1ｋm 

←N S→ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ2 

C 

Ｄ1 

・ブーマー記録においてB3層以上に断層活動を示唆する変位
や変形は認められない。 

No.201AG 
[エアガン・マルチ] 

陸海境界 

10km 5 0  

N
o
.2

0
1
A

G
 

N
o
.2

0
1
B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.201測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P125 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.81 
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No.203WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.203WG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P113 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.83 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 



456 

V.E.≒３ 

・陸海境界付近まで調査するため，堤防間を通り，湾内まで調査を実施した。 
・S28断層延長部においてC層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認めら
れない。 

約250m 

←N S→ 

B3 B1 

C D2 

S28延長部 

A 

D１ 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.203WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.203WG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P114 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.84 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 



457 
'

43 24

'
23

'
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0
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'
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5
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'

1 '41

V.E.≒６ 

約250m 

←N S→ 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.203BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.203BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P115 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.85 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 



458 
'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

A 

B3 

B1 

C 

D2 

約250m 

・陸海境界付近まで調査するため，堤防間を通り，湾内まで調査を実施した。 
・S28断層延長部においてB3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認めら
れない。 

堤防からの反射 

S28延長部 

←N S→ 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.203BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.203BM測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P116 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.86 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 



459 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

V.E.≒３ 

・陸海境界付近まで調査するため，堤防間を通り，湾内まで調査を実施した。 
・陸海境界付近において，B3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認めら
れない。 

約250m 

←N S→ 

A 

B3 

B1 

C 

D2 

約250m 

←N S→ 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

No.203BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.203WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

S28延長部 

D2 

A B3 
B1 

C 

D1 

S28延長部 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.203測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P117 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.87 

堤防からの反射 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 



460 

余白 



461 

←N S→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

10km 5 0  

N
o
.2

0
2
A

G
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.202AG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P105 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.89 



462 

V.E.≒３ 

D1 

D2 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

B C 

←N S→ 

約1ｋm 

・断層活動を示唆する変位や変形は認められ
ない。 

10km 5 0  

N
o
.2

0
2
A

G
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.202AG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P106 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.90 



463 

約250m 

←N S→ 

'
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'
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0
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'

'
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5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

10km 5 0  

N
o
.2

0
2
B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.202BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P109 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.91 



464 

A B3 
B1 

C 

D1 

D2 

約250m 

・S28断層延長部において，C層以上に断層活動
を示唆する変位や変形は認められない。 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

S28延長部 

←N S→ 

10km 5 0  

N
o
.2

0
2
B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（ No.202BM測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P110 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.92 



465 

約250m 

V.E.≒３ 

No.202BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 
'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

No.202AG 
[エアガン・マルチ] 

Ａ 

B3 

B1 

約1ｋm 

←N S→ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｄ2 

C 

Ｄ1 

・陸海境界付近において，C層以上に断層活動を示唆する変位や変
形は認められない。 

S28延長部 

D1 

D2 

10km 5 0  

N
o
.2

0
2
A

G
 

N
o
.2

0
2
B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

拡大範囲 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

N
o
.2

0
2
B

M
 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.202測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P111 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.93 今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 



466 

余白 



467 

V.E.≒３ 

←N S→ 

約1ｋm 

10km 5 0  

N
o
.4

A
G

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.4AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.4AG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P89 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.95 



468 

V.E.≒３ 

D1 

D2 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

B 

C 

←N S→ 

約1ｋm 

・断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

10km 5 0  

N
o
.4

A
G

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.4AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.4AG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P90 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.96 



469 

約250m 

'
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'
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'

1 '41

V.E.≒６ 

←N S→ 

10km 5 0  

N
o
.4

B
M

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.4BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.4BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P93 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.97 



470 

C 

B3 

B1 

A 

約250m 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

・S28断層通過位置においてB1層以上に断層活動を示唆
する変位や変形は認められない。 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

←N S→ 

No.4BM 
[ブーマー・マルチ] 

10km 5 0  

N
o
.4

B
M

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.4BM測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P94 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.98 



471 

V.E.≒３ 

No.4BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'
'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

No.4AG 
[エアガン・マルチ] 

Ａ 

B1 
B3 B3 

C 

B1 

約1ｋm 

←N S→ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｄ2 

Ｄ1 

・S28断層通過位置において断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

約250m 

10km 5 0  

N
o
.4

A
G

 
N

o
.4

B
M

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.4測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P95 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.99 



472 

余白 



473 

V.E.≒３ 

約250m 

←NW SE→ 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.204WG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P83 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.101 



474 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

V.E.≒３ ・S28断層通過位置において， B1層以上に断層活動を示
唆する変位や変形は認められない。 

約250m 

←NW SE→ 

Ｓ28通過位置 

D2 

A B1 B3 

A B1 B3 

D1 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.204WG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P84 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.102 



475 

約250m 

'
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1 '41

V.E.≒６ 

←NW SE→ 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.204BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P85 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.103 



476 

A 

D1 

Ｓ28通過位置 

B3 

B1 D2 

A 

B3 

B1 

・S28断層通過位置においてB1層以上に断層活動を示唆
する変位や変形は認められない。 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

←NW SE→ 

約250m 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（ No.202測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P86 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.104 



477 

A 

D1 

Ｓ28通過位置 

B3 

B1 
D2 

A 

B3 

B1 

約250m 

←NW SE→ 

約250m 

←NW SE→ 

V.E.≒３ 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

No.204BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.204WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

・島根半島の東方延長部及びS28断層通過位置において，B1層
以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

Ｓ28通過位置 

A B1 B3 

D1 
D2 B3 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.204測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P87 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.105 



478 

余白 



479 

←NE SW→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.200AG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P97 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.107 



480 

V.E.≒３ 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

・S28断層が認められる。 
・S28断層はD2層の高まりの南縁に位置することから，宍道褶曲帯の南縁に分布
する断層と考えられる。 

D1 

D2 

B 

S28 

C 

S28想定位置 

←NE SW→ 

約1ｋm 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.200AG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P98 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.108 



481 

←NE 

SW→ 

約250m 
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'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.200BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P101 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.109 
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A 

B3 

B1 

←NE 

SW→ 

C 

A 

B3 

B1 

C 

約250m 

S28想定位置 
（No.200AG測線で確認された断層） 

・S28断層想定位置においてB3層以上に断層活動を示唆
する変位や変形は認められない。 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.200BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P102 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.110 
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No.200BM 
[ブーマー・マルチ] 

V.E.≒３ 

←NE SW→ 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

No.200AG 
[エアガン・マルチ] 

Ａ 

B1 

B3 

C 

約1ｋm 

←NE SW→ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ2 
Ｄ1 

S28 

Ｄ2 

S28想定位置 
（No.200AG測線で確認された断層） 

・島根半島の東方延長部及びエアガン記録において認められたS28断層は，ブーマー記録に
おいてB3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

約250m 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

B3 

B1 

Ａ 

C 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保湾（No.200測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P103 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.111 
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余白 



485 

←N S→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
A

G
 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5AG測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P75 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.113 
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D1 

D2 

C 
B 

←N S→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

D2 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

B 

S28 

C 
D1 

S28想定位置 

・S28断層が認められる。 
・S28断層はD2層の高まりの南縁に位置することから，宍道褶曲帯の南縁
に分布する断層と考えられる。 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
A

G
 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5AG測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P76 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.114 
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←N 

S→ 

約250m 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
B

M
 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5BM測線 音波探査記録） 
第226回審査会合 

資料3 P79 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.115 
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S→ 

B1 

B3 
A 

B1 

C 

B3 

B3 
A 

B1 

C 

D1 

D1 

D1 

C 

S28想定位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層） 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

約250m 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

・S28断層想定位置においてB1層以上に断層活動を示唆す
る変位や変形は認められない。 

←N 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
B

M
 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5BM測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P80 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.116 
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約250m 

V.E.≒３ 

約1ｋm 

←N S→ 

←N S→ 
'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

Ａ 

B1 

B3 C 

Ｃ 
Ｂ Ｃ 

Ｄ1 

Ｄ2 

Ｄ2 

Ｄ2 

S28 

Ｄ1 

S28想定位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層） 

・島根半島の東方延長部及びエアガン記録において認められたS28断層は，
ブーマー記録においてB1層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められ
ない。 

No.3.5AG 
[エアガン・マルチ] 

No.3.5BM 
[ブーマー・マルチ] 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
A

G
 

N
o
.3

.5
B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5測線 音波探査解析図） 
第226回審査会合 

資料3 P81 加筆・修正 

9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.117 
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下宇部尾東 

福浦 

宇井 
森山北 

森山 

0 10km 

地蔵崎 

申請時の評価長さ：約22km 

鳥取沖西部断層 

・美保湾～美保関町東方沖合いにおいて，複数の音源・測線による音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動は認められない。 
・明瞭な重力異常（重力コンターの急傾斜部）が認められなくなる位置の音波探査測線は，No.3.5測線である。 

美保関町 

東方沖合い 

中国電力㈱音波探査測線（エアガン・マルチチャンネル） 
M5 

500 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

原子力安全・保安院音波探査測線 
（ブーマー及びウォーターガン・マルチチャンネル）（2008年調査） 

JNS-IBM,MS 

500 

Ｐ１ 

美保湾 

N
o
.2

02 

N
o
.4

 
N

o
.3

.5 

鉛直１次微分のゼロコンター   

鹿野・吉田(1985)及び鹿野・中野
(1985)による伏在断層 
（宍道断層の海域のみ記載） 

重力異常・地質構造から推定された構造不連続（P1） 
（中国地域の長期評価（H28年7月）） 

N
o
.6

 

N
o
.2

0
1 

島根原子力発電所 

境水道 

Ｆ
－

Ａ
 

Ｃ′ 

境港市 

松江市 中海 

美保湾 

地蔵崎 

No.3.5測線 

美保関港 

調査地点 
  ：後期更新世以降の断層活動が認められない 
  ：後期更新世以降の断層活動が完全には否定できない 

宍道断層の評価長さ：約39km 

N
o
.3

.5 
9.29審査会合 

第515回 資料1-1 p.70 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

調査結果（美保湾～美保関町東方沖合いにおける音波探査結果） 
第491回審査会合 

資料2 P126 加筆・修正 

鉛直１次微分のゼロコンター   

鹿野・吉田(1985)及び鹿野・中野
(1985)による伏在断層 
（宍道断層の海域のみ記載） 

重力異常・地質構造から推定された構造不連続（P1） 
（地震調査研究推進本部（2016a）） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿
島） 断層帯，推定活断層 



491 
３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方：枕木町～美保関町北浦（文献調査） 

    鹿野・吉田(1985) の断層（縮尺：5万分の１） 
          同上   推定断層 
          同上   伏在断層 
          同上   枕木山東リニアメント 
    中田ほか(2008) による鹿島断層 
          同上   鹿島断層（位置やや不明確） 

島根原子力発電所 

0 5 10km

Loc.M-2 

Loc.M-1 

    調査地点     

第443回審査会合 
資料1 P171 再掲 
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枕木町 

美保関町北浦 

・谷や尾根の屈曲は認められず，山地内の鞍部，直線
谷，開析された南東側低下の崖が認められる。 

・当社判読の枕木山東の変位地形・リニアメントは，鹿
野・吉田（1985）に示されるリニアメントに対応する。 

    変位地形・リニアメント（Ｂランク） 

    変位地形・リニアメント（Ｃランク） 

    変位地形・リニアメント（Ｄランク） 

Loc.M-2 

Loc.M-1 

島根原子力発電所 

0 5 10km

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方（変動地形学的調査） 
第83回審査会合 

資料3-2 P21 加筆・修正 

    鹿野・吉田（1985）の枕木山東リニアメント 

    調査地点     



493 
３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方（変位地形・リニアメントの成因） 

・鹿野・吉田（1985）によると，枕木山東リニアメントの成因について，「リニアメントを境にして北西側の
山地高度は南東側に比べてやや高く，また，リニアメントは宍道断層から派生したと考えられる地質断
層と一致し，断層の両側には断層とほぼ平行な走向をもって成相寺層の泥質岩及びドレライト岩床が
分布することから，組織地形であると判断される。」とされている。 

鹿野・吉田(1985)より引用・加筆 

第443回審査会合 
資料1 P173 再掲 
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Loc.M-2 

Loc.M-1 

枕木町 

美保関町北浦 島根原子力発電所 

0 5 10km

・地表地質踏査の結果，背斜
構造を有する南東側の古浦
層及び成相寺層と，北西傾斜
の同斜構造を示す成相寺層
との間に断層が推定される。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方（地質図） 
第83回審査会合 

資料3-2 P22 加筆・修正 

    鹿野・吉田(1985) の断層（縮尺：5万分の１） 
          同上   推定断層 
          同上   伏在断層 
          同上   枕木山東リニアメント 
    中田ほか(2008) による鹿島断層 
          同上   鹿島断層（位置やや不明確） 

    変位地形・リニアメント（Ｂランク） 

    変位地形・リニアメント（Ｃランク） 

    変位地形・リニアメント（Ｄランク） 

    調査地点     
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Loc.M-2 

Loc.M-1 

枕木町 

美保関町北浦 島根原子力発電所 

0 5 10km

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方（調査の概要） 

    変位地形・リニアメント（Ｂランク） 

    変位地形・リニアメント（Ｃランク） 

    変位地形・リニアメント（Ｄランク） 

１．はぎ取り調査・ピット調査 
 鹿野・吉田（1985）に示される枕木山東リニ
アメントに対応する枕木山東の変位地形・リニ
アメント通過位置付近において，はぎ取り調
査及びピット調査を実施し，各地点の調査結
果により総合的に検討し，活動性を評価した。 

    鹿野・吉田(1985) の断層（縮尺：5万分の１） 
          同上   推定断層 
          同上   伏在断層 
          同上   枕木山東リニアメント 
    中田ほか(2008) による鹿島断層 
          同上   鹿島断層（位置やや不明確） 

    調査地点     

第443回審査会合 
資料1 P175 再掲 
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ＮＷ ＳＥ 

泥岩 

デイサイト（貫入岩） 

崖錐堆積物Ⅰ 

崖錐堆積物Ⅱ 

腐植層 

変位地形・リニアメント通過位置 

貫入面 
N22°E/61°E 

層理面 
N66°W/12°S 

崖錐堆積物Ⅲ 

・ピット調査の結果，北西側に貫入岩のデイサイト
が，南東側に泥岩が分布しており，断層は認めら
れない。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方（ピット調査（Loc. M-２）） 
第83回審査会合 

資料3-2 P23 加筆・修正 

近接写真 

デイサイト（貫入岩） 

崖錐堆積物Ⅱ 

泥岩 
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Loc.M-1 

・文献や変位地形・リニアメント
を含む幅広いはぎ取り調査の
結果，一部で断層が確認され
る。 

Loc.M-1付近露頭写真 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方（はぎ取り調査（Loc. M-１）） 
第83回審査会合 
資料3-2 P24 再掲 
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ＳＳＥ ＮＮＷ 

泥岩（成相寺層） 

・断層内物質は固結し，これを切るような新しいせん断面は
認められないことから，少なくとも後期更新世以降の活動は
ないものと考えられる。 

・変位地形・リニアメントは泥岩と，貫入岩との岩相差を反映
した組織地形と判断される。 

貫入岩 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方（はぎ取り調査（Loc. M-１）） 
第83回審査会合 
資料3-2 P25 再掲 
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１．文献調査・変動地形学的調査 
・ 枕木山東方の枕木町から美保関町北浦間では，谷や尾根の屈曲は認められず，山地内の鞍部，直線
谷，開析された南東側低下の崖が認められる。 

・ 鹿野・吉田（1985）に示されるリニアメントに対応する枕木山東リニアメントついて，鹿野・吉田（1985）は，
「リニアメントを境にして北西側の山地高度は南東側に比べてやや高く，また，リニアメントは宍道断層か
ら派生したと考えられる地質断層と一致し，断層の両側には断層とほぼ平行な走向をもって成相寺層の
泥質岩及びドレライト岩床が分布することから，組織地形であると判断される。」としている。 

 
２．地表地質踏査 
・ 地表地質踏査の結果，背斜構造を有する南東側の古浦層及び成相寺層と，北西傾斜の同斜構造を示
す成相寺層との間に断層が推定される。 

 
３．はぎ取り調査・ピット調査 
  断層が推定される変位地形・リニアメント通過位置付近において調査を実施し，各地点の調査結果に
より総合的に検討し，活動性を評価した。 

・ Loc.M-2では，ピット調査の結果，北西側に貫入岩のデイサイトが，南東側に泥岩が分布しており，断
層は認められない。 

・ Loc.M-1では，文献や変位地形・リニアメントを含む幅広いはぎ取り調査の結果，一部で断層が確認さ
れる。また，断層内物質は固結し，これを切るような新しいせん断面は認められない。 

 
 以上のことから，枕木山東方：枕木町～美保関町北浦について，後期更新世以降の断層活動は認めら
れない。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①各地点の調査結果 

（参考）枕木山東方：枕木町～美保関町北浦（まとめ） 
第443回審査会合 
資料1 P179 再掲 
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